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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 635 20.3 △43 － △41 － △70 －

2025年３月期第１四半期 527 － △81 － △81 － △57 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 △24.29 －

2025年３月期第１四半期 △20.12 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 2,182 319 14.6

2025年３月期 2,090 389 18.6

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 319百万円 2025年３月期 389百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 1,427 10.4 16 △36.6 13 △46.1 41 123.3 14.47

通期 2,818 17.4 85 35.9 79 34.7 93 － 32.08

１．2026年３月期第１四半期の業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（注）１．当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失で
あるため記載しておりません。

３．2024年３月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2025年３月期第１四半期の対前
年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 2,902,600株 2025年３月期 2,902,600株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ －株 2025年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 2,902,600株 2025年３月期１Ｑ 2,879,538株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期中平均株式数」を算定しております。

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提条件に基づいており、業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「１．

経営成績の概況（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が続くものの、海外情勢の不確実性から先行き

への警戒感が強まっています。企業動向は、大企業製造業で持ち直しの動きが見られる一方、非製造業は個人消費

の低迷が重しとなっています。特に中小企業では深刻な人手不足とコスト増が経営を圧迫しており、先行きに慎重

な見方が広がっています。こうした中、人手不足に対応するための省力化投資は底堅く推移しています。一方で、

海外の通商政策など事業環境を取り巻くリスクもあり、その動向を注視する必要があります。

　そのような下で、当社が属する新卒就職支援市場においては、わが国の大卒求人倍率（2026年３月卒業者）は

1.66倍（出典：㈱リクルート「第42回ワークス大卒求人倍率調査」）と2025年卒の1.75倍より0.09ポイント低下い

たしましたが、依然人員不足が深刻であり、高い水準で推移しております。反面、300名未満の従業員規模の企業

においては8.98倍（出典：㈱リクルート「第42回ワークス大卒求人倍率調査」）と前年より向上し、コロナ禍前の

ピークである2019年卒の9.91倍に次ぐ高い水準となりました。

　また、2025年卒の高卒求人倍率も4.10倍（出典：厚生労働省発表「令和６年度「高校・中学新卒者のハローワー

ク求人に係る求人・求職状況」取りまとめ（令和７年３月末現在）」）とついに４倍を突破し、非常に高い水準と

なっております。特に若年層の人員不足は多くの企業の共通課題となっていることから、総じて若手人材を中心と

した企業の採用意欲は高止まりを続けています。産業別には、恒常的に若手の人員不足が顕著な建設業や製造業、

本年４月から開催中の大阪・関西万博のインバウンド需要等を見込んだ小売業・卸売業、昨年４月の労働基準法改

正による残業時間規制の影響で人員不足が喫緊の問題となっている運輸業・郵便業において、求人数が高い状態が

続いております。

　近年、少子化の影響により若手人材の数が減少し、新卒採用の難易度が一層高まっております。これに伴い、第

二新卒などを対象とした通年採用を導入する企業が増加し、その動きが加速しております。

　この流れは、人材不足が深刻な中小企業にも波及するものと思われ、当社の若手人材の採用サービス需要が一層

高まると考えております。

　このような環境の下、当社は、パーパスに「これからを生きる人の夢を増やす」、ビジョンに「若者に希望を与

えるNo.1企業」を掲げ、これらを実現するため、高校生及び高卒第二新卒（18歳～25歳の高卒社会人及び離職者）

を価値提供のターゲットとした、以下のサービスを展開しております。

＜採用支援サービス＞

　・高校生の就職を支援する就職求人サイト「ジョブドラフトNavi」

　・ジョブドラフトNaviと連動した教員のための求人管理システム「ジョブドラフトTeacher」

　・高校生のための職業体験・就職イベント運営「おしごとフェア/ジョブドラフトFes/先生Fes」

　・入社後のミスマッチ防止をサポートする適性検査アプリ「ジョブドラフトSurvey」

＜企画制作サービス＞

　・企業の高校新卒採用における求人ナビ原稿作成

　・DTP制作（採用パンフレット制作・イベントブース装飾制作）

　・Web制作（企業紹介動画制作・採用ホームページ制作）

＜代行支援サービス＞

　・求人票発送代行サービス

　・TikTok等SNS運用代行サービス

　・人事部パックサービス（※１）

（※１　採用、定着、評価、教育の人事機能を担う人事部パックサービスを昨年９月より開始）

　・その他採用業務代行支援サービス

＜教育研修サービス＞

　・高校向けキャリア教育支援「ジョブドラフトCareer」

　・企業向け新人育成定着支援研修「ROOKIE’S CLUB」

　・社会人向けデジタルマーケティング人材育成研修「ＤＭＵ」

＜その他サービス＞

　・高卒第二新卒（※２）の就転職を支援する「ジョブドラフトNext」

　（※２　高卒第二新卒とは、18～25歳までを対象とした高卒社会人全般を指します。）

上記の通り、採用分野だけに限らない研修や採用、定着診断などのサービスを実現しております。

　当第１四半期累計期間においては、本年５月に開示いたしました中期経営計画での「全社生産性の向上」の取組

が順調に進んでいます。特に金融機関からの紹介数増加に伴い商談数が前年比で増加 、「ジョブドラフト」の掲
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載売上とともにオプション商材の役務提供も順調に進捗しております。また、おしごとフェアが前年12会場開催

（389社参画、高校生3,167人参加）のところ、当第１四半期累計期間内においては19会場開催（576社参画、高校

生6,002人参加）となっております。なお、第２四半期累計期間のジョブドラフトFesについては13会場開催を予定

（前年15会場開催）しております

　当第１四半期累計期間 は、直前の３月末で掲載契約の年度が替わることで掲載数が一時的に減少するため、各

四半期単位比較で売上高の占有率が低い四半期累計期間となります。同時に、新卒の入社による人件費投資や７月

の高卒就職活動本番前の広告宣伝費投資など、経費面では四半期単位の売上占有率に比例変動しないため、例年、

第１四半期累計期間は利益水準が伸びない四半期であります。

　そのような中、全体的な原価、販管費の削減・効率化に取り組んでおります。

　また、４月に移転いたしました東京支店の原状回復費用として、18,381千円を特別損失として計上しておりま

す。

　その結果、当第１四半期累計期間の売上高は635,282千円（前年同期比20.3％増）、営業損失は43,015千円（前

年同期は81,696千円の損失）、経常損失は41,783千円（前年同期は81,378千円の損失）、四半期純損失は70,495千

円（前年同期は57,926千円の損失）となりました。

　なお、当社は、高卒人材採用支援事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）当四半期の財政状態の概況

　(資産の部)

　当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ91,630千円増加し、2,182,330千円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が101,685千円増加、建物が89,522千円増加した一方で、前払費用が69,370千円減

少したことによるものであります。

　(負債の部)

　当第１四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ162,126千円増加し、1,862,955千円となりまし

た。これは主に、未払金が70,979千円増加、契約負債が92,916千円増加したことによるものであります。

　(純資産の部)

　当第１四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ70,495千円減少し、319,374千円となりまし

た。これは、四半期純損失の計上により利益剰余金が70,495千円減少したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、2025年５月15日公表「2025年３月期決算短信(日本基準)(非連結)」に記載の数値から

変更しておりません。

　当該業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報、及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に

係る本資料発表日現在における仮定を前提にしております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる

結果となる可能性があります。
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（単位：千円）

前事業年度
（2025年３月31日）

当第１四半期会計期間
（2025年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,593,893 1,695,579

売掛金 112,278 81,067

原材料及び貯蔵品 1,342 44

前払費用 124,675 55,304

その他 12,319 26,996

貸倒引当金 △905 △698

流動資産合計 1,843,605 1,858,294

固定資産

有形固定資産

建物 76,516 166,074

減価償却累計額 △7,311 △7,346

建物（純額） 69,204 158,727

車両運搬具 2,949 2,949

減価償却累計額 △2,949 △2,949

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 25,799 43,385

減価償却累計額 △11,749 △13,912

工具、器具及び備品（純額） 14,049 29,472

有形固定資産合計 83,254 188,199

無形固定資産

のれん 7,338 6,290

ソフトウエア 31,149 27,618

無形固定資産合計 38,488 33,908

投資その他の資産

投資有価証券 50 50

長期前払費用 231 678

敷金及び保証金 118,455 101,118

繰延税金資産 6,535 -

その他 80 80

投資その他の資産合計 125,352 101,927

固定資産合計 247,095 324,036

資産合計 2,090,700 2,182,330

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
（2025年３月31日）

当第１四半期会計期間
（2025年６月30日）

負債の部

流動負債

短期借入金 102,494 100,000

１年内返済予定の長期借入金 84,828 84,300

未払金 191,703 262,682

未払法人税等 8,196 3,803

未払消費税等 27,695 17,277

契約負債 918,182 1,011,098

賞与引当金 - 10,359

その他 6,566 8,727

流動負債合計 1,339,666 1,498,249

固定負債

長期借入金 327,283 301,383

資産除去債務 33,879 60,432

繰延税金負債 - 2,890

固定負債合計 361,162 364,706

負債合計 1,700,829 1,862,955

純資産の部

株主資本

資本金 303,102 303,102

資本剰余金 333,402 333,402

利益剰余金 △246,634 △317,130

株主資本合計 389,870 319,374

純資産合計 389,870 319,374

負債純資産合計 2,090,700 2,182,330
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

売上高 ※２ 527,878 ※２ 635,282

売上原価 90,423 100,623

売上総利益 437,454 534,659

販売費及び一般管理費 ※１ 519,151 ※１ 577,674

営業損失（△） △81,696 △43,015

営業外収益

受取配当金 1 2

受取利息 - 16

貸倒引当金戻入額 1,443 206

助成金収入 368 2,931

その他 54 107

営業外収益合計 1,867 3,264

営業外費用

支払利息 1,378 1,826

その他 170 206

営業外費用合計 1,548 2,032

経常損失（△） △81,378 △41,783

特別損失

固定資産除却損 - 18,381

特別損失合計 - 18,381

税引前四半期純損失（△） △81,378 △60,164

法人税、住民税及び事業税 906 905

法人税等調整額 △24,358 9,425

法人税等合計 △23,452 10,330

四半期純損失（△） △57,926 △70,495

（２）四半期損益計算書
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社は高卒人材採用支援事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　　該当事項はありません。

前第１四半期累計期間
（自2024年４月１日

至2024年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自2025年４月１日

至2025年６月30日）

給料手当 195,401千円 203,052千円

賞与引当金繰入額 － 9,923

（四半期損益計算書に関する注記）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

※２　業績の季節変動について

　当社の売上構成として、採用支援サービスの売上高が例年50％強を占めます。この採用支援サービスの受注

は、高校新卒採用の結果が出る10～３月にリピート継続契約が集中するため、売上高が下期に偏重する傾向にあ

ります。また、採用支援サービスの中でも、おしごとフェア/ジョブドラフトFesについては、５～７月及び10月

に役務提供となるため、開催月に売上高が偏重します。

　同時に、企画制作サービス・代行支援サービスについては、求人情報が解禁となる７月に集中するため、売上

高が特定の月に偏重する傾向になります。

前第１四半期累計期間
（自　2024年４月１日

　　至　2024年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

減価償却費 5,910千円 8,668千円

のれんの償却額 1,048 1,048

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。
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